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§２．経緯：「応用企画四選」 
～「シマノ」「下関」「エロイカ」「サイクルエイドジャパン」などの

サイクリング企画に、【街道・山道・町の道】を網羅する独自

企画の経験を応用。それって何だか変だと思いません

か？・・・「単独のイベントでは解決できない日本の実情の

壁」がそこにはあります。その対処療法を示した上で、人海

戦術や宣伝広告や首長案件などを重ね、特殊なイベントに

なっています。・・・しかし、何故かその「特殊なイベント」が

「一般のサイクリング大会」に分類されるようになり、身近な

サイクリングが遠くに行ってしまったと私は感じています。・・・

その状況証拠として「未だ登頂ルートを探して麓をウロウロし

ている、自転車市民権獲得の現在地」があり、独自企画は

その登頂ルートを結果的に示しています。・・・特にポタリング

版ツーリングコンペティション「THT26」は、日常利用とスポー

ツ利用の架け橋として考え、地域貢献に直結する【町の道】

を走るスキルアップにも応用可能です。・・・それだけではあり

ませんが、組織で遊ぶツーリングコンペティションは、体質改

善としてのサイクリングネットワーク再構築の原点であり、先

行山口の意味は小さくないと思います。～ 
 

 
 

 

以上は未完の Fig.5からの転載で、山口きらめき財団

へ助成金申請をした直後に、ショップへの参画の呼

び掛け用に準備していたものです。しかし、助成金 

 

の申請を急遽決めたため、サイクリングの法的根拠同様、関係者の共通認識に曖昧な点があることが判明し、設立

準備アンケートを意識調査アンケートに変更し連休前に案内をメールしたところです。 

＊Fig.5（応用企画と独自企画）＊ 

＊Fig.4（わが国サイクリング史の一断面）＊ 


